
WHO-Kanagawa
 Collaboration on

HEALTHY
AGEING

主催：神奈川県・WHO　後援（申請中）：厚生労働省・経済産業省・内閣府

神奈川県・WHO（世界保健機関）共催シンポジウム

「超高齢社会を乗り越えるために」　
誰もが住み慣れた地域で、元気に長生きできる
豊かな未来社会の実現へ

2015年 10月 20日（火）14:00～17:00
横浜シンポジア（産業貿易センタービル 9F）　横浜市中区山下町 2番地

参加費無料
同時通訳付

プログラム 基調講演　「神奈川県の超高齢社会に対するビジョン」神奈川県知事　黒岩 祐治
  　　　　　「グローバルヘルシーエイジング~私達にとって意味するものとは？~」
  　　　　　 WHOエイジングアンドライフコース上級政策アドバイザー　イズレネ・アラウジョ・デ・カルヴァーリョ　　　　　

  特別講演　「超高齢社会を支えるロボットテクノロジー」 筑波大学大学院教授　山海 嘉之
  パネルディスカッション　「高齢期を住み慣れた地域で生活するために」～様々な分野からの貢献～

http://www.jigyou.com/kanagawaha/
Webサイトの申し込みフォーム、または裏面の参加申込書にて FAXでお申し込みください。

シンポジウム事務局（オスカー・ジャパン（株）内）
〒181-0013　東京都三鷹市下連雀 3-35-1 ネオ・シティ三鷹
●Tel：0422-24-6813　●Fax：0422-24-6812　●e-mail：kanagawaha@oscar-japan.com

神奈川県では超高齢社会を乗り超えるために「ヘルスケア・ニューフロンティア」を推進しています。
その一環で超高齢社会の現状と課題、対策を考える国際シンポジウムを神奈川県とWHOが協力し
て開催します。WHOおよび世界各国よりオーソリティーを招き、超高齢社会を繁栄に変えるために
は何ができるのか、具体的に話し合います。


